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ピクテ・ジャパン株式会社 
 

東京都千代田区丸の内2-6-1 
お問い合わせ窓口 
投資信託営業部 

電話番号 03-3212-1805 
受付時間：委託者の営業日の午前９時から午後５時まで 

ホームページ：www.pictet.co.jp 

  

iTrustエコイノベーション 
愛称：EV(電気自動⾞)/エコ・ロボなど 

様々な環境テーマが投資対象 
 
 

運用報告書(全体版) 
 

第６期 
 

決算日：2022年11月28日 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し

上げます。 

さて、「iTrustエコイノベーション」は、2022

年11月28日に第６期の決算を行いましたの

で、期中の運用状況をご報告申し上げます。

今後とも引き続きお引き立て賜りますよう

お願い申し上げます。 
 

当ファンドの仕組みは次の通りです。  
商 品 分 類 追加型投信／内外／株式 

信 託 期 間 
2017年９月15日（当初設定日）から無期限

です。 

運 用 方 針 
信託財産の成長を図ることを目的として

積極的な運用を行うことを基本とします。 

主要投資対象 

＜当ファンド＞ 

ピクテ・エコディスカバリー・アロケー

ション・マザーファンド受益証券 

＜マザーファンド＞ 

世界の環境関連企業の株式 

当ファンドの

運 用 方 法 

①マザーファンド受益証券への投資を通

じて、主として世界の環境関連企業の株式

に投資します。 

②実質組入外貨建資産については、原則と

して為替ヘッジを行いません。 

主な投資制限 

＜当ファンド＞ 

①株式への実質投資割合には制限を設け

ません。ただし、未上場株式および未登

録株式への実質投資割合は、信託財産の

純資産総額の10％以内とします。 

②同一銘柄の株式への実質投資割合は、信託

財産の純資産総額の10％以内とします。 

③外貨建資産への実質投資割合には制限

を設けません。 

＜マザーファンド＞ 

①株式への投資割合には制限を設けませ

ん。ただし、未上場株式および未登録株

式への投資割合は、信託財産の純資産総

額の10％以内とします。 

②同一銘柄の株式への投資割合は、信託財

産の純資産総額の10％以内とします。 

③外貨建資産への投資割合には制限を設

けません。 

分 配 方 針 

毎決算時に、原則として以下の方針に基づ

き分配を行います。 

①分配対象額の範囲は、経費控除後の繰越

分を含めた利子・配当等収益と売買益（評

価益を含みます。）等の全額とします。 

②収益分配金額は、基準価額の水準および

市況動向等を勘案して委託者が決定し

ます。ただし、必ず分配を行うものでは

ありません。 

③留保益の運用については、特に制限を設

けず、委託者の判断に基づき、元本部分

と同一の運用を行います。 
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○ 近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ 百万円 

２期(2018年11月26日) 8,441 0 △20.1 94.2 1.7 266 

３期(2019年11月26日) 9,498 0 12.5 94.3 2.0 212 

４期(2020年11月26日) 13,557 0 42.7 97.1 3.5 431 

５期(2021年11月26日) 18,349 0 35.3 94.8 4.5 1,592 

６期(2022年11月28日) 17,569 0 △ 4.3 96.8 1.5 1,733 
 

（注） 当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「株式組入比率」および「投資信託証券比率」は、実質比率を記載しています。 

（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数がないためベンチマークおよび参考指数は設定していません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2021年11月26日 18,349 － 94.8 4.5 

11月末 18,162 △ 1.0 94.4 4.5 

12月末 18,034 △ 1.7 94.3 4.7 

2022年１月末 14,844 △19.1 95.8 3.3 

２月末 15,178 △17.3 95.9 2.5 

３月末 16,986 △ 7.4 96.7 2.2 

４月末 15,406 △16.0 97.1 2.4 

５月末 16,427 △10.5 97.0 2.1 

６月末 15,248 △16.9 96.8 2.3 

７月末 17,269 △ 5.9 96.8 2.1 

８月末 17,127 △ 6.7 97.1 2.0 

９月末 16,117 △12.2 97.3 1.5 

10月末 17,003 △ 7.3 98.1 1.4 

(期  末)     

2022年11月28日 17,569 △ 4.3 96.8 1.5 
 

（注） 騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「株式組入比率」および「投資信託証券比率」は、実質比率を記載しています。 

（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数がないためベンチマークおよび参考指数は設定していません。 
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○当期中の運用状況と今後の運用方針 (2021年11月27日～2022年11月28日) 

 

当期の基準価額は、4.3％の下落となりました。 

 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2021年11月26日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数がないためベンチマークおよび参考指数は設定していません。 

 

◇主な変動要因 

【当期前半】 

下落↓・実質的に組入れている、トップビルド（米国、一般消費財・サービス）やシャオペン（中国、一般消

費財・サービス）などの株価が下落したこと 

上昇↑・円に対して米ドルやユーロが上昇したこと 

 

【当期後半】 

上昇↑・円に対して米ドルなどが上昇したこと 

上昇↑・実質的に組入れている、エンフェーズ・エナジー（米国、半導体・半導体製造装置）やオン・セミコ

ンダクター（米国、半導体・半導体製造装置）などの株価が上昇したこと 

 

  

基準価額等の推移 
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・世界の株式市場は、期首から2021年12月にかけては、主要中央銀行の金融政策正常化や新型コロナウイルス

感染拡大への警戒感などから一時的に下落する場面もありましたが、新型コロナウイルス経口治療薬の使

用が許可されたことや、一部の欧米経済指標が改善したことなどが好感され上昇しました。2022年１月から

２月にかけては、主要中央銀行による早期の金融政策正常化に対する警戒感やウクライナ情勢を巡る緊張

感の高まりなどから下落しました。３月には原油価格上昇の一服や米国経済の底堅さへの期待感などから

反発しましたが、その後５月にかけては米連邦準備制度理事会（FRB）の金融引き締めペースの加速を睨ん

だ米金利上昇や、ロシア・ウクライナ戦争の長期化、中国の景気減速懸念などが嫌気され下落しました。６

月中旬にかけては、FRBをはじめとする主要中央銀行が金融引き締め姿勢を強めるとの観測に加えて、長引

く都市封鎖（ロックダウン）を背景とした中国景気減速への警戒感なども意識され、下落しました。８月中

旬にかけては、FRBの金融引き締め観測が一時後退したことや市場予想を上回る企業業績などが好感され上

昇しました。８月下旬から９月中旬にかけては、FRBのパウエル議長がインフレ対策を重視し積極的な利上

げを継続する姿勢を示したことや、英国トラス前政権の財政政策案発表を背景に、先進国金利の上昇圧力が

高まったことなどから大幅に下落しました。期末にかけては、欧米の長期金利上昇に一服感がみられたこと

や、米消費者物価指数（CPI）の上昇率が予想以上に鈍化し、米国の利上げペースが減速するとの期待が高

まったことなどから、世界の株式市場は反発しました。 

・為替市場では、期首から2022年２月にかけては、新型コロナウイルスのオミクロン株への警戒感などから米

ドル安・円高となる局面も一時的にありましたが、FRBの金融引き締め観測が高まったことなどから総じて

は米ドル高・円安の展開となりました。その後、ロシア・ウクライナ戦争の長期化に伴う商品価格上昇など

を背景に世界的にインフレ懸念が高まる中、FRBが高止まりするインフレを受けて金融引き締め姿勢を加速

させた一方、日本銀行は緩和的な金融政策を維持するとの見方が強まったことから、日米金利差の拡大が意

識され、７月中旬にかけて米ドル高・円安となりました。８月上旬にかけては、景気の先行きを示唆する景

況感指数が米国で急速に悪化したことや、米４-６月期GDP（国内総生産）が市場予想に反しマイナス成長と

なったことなどから、米ドルが円に対して下落しました。10月中旬にかけては、良好な米雇用指標などを背

景にFRBによる積極的な利上げの継続観測が高まったことなどから、大幅な米ドル高・円安の進行となりま

した。期末にかけては、日本銀行による為替介入が実施されたとの観測に加え、米国CPIの上昇率が市場予

想以上に鈍化し、米国の利上げペースが減速するとの期待が高まったことなどから、米ドル高の動きが一服

し、米ドル安・円高となりました。 

 

  

投資環境 
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当ファンドが主要投資対象とするピクテ・エコディスカバリー・アロケーション・マザーファンド受益証券へ

の投資比率を高位に維持してまいりました。実質組入外貨建資産については、為替ヘッジを行いませんでした。 

 

＜ピクテ・エコディスカバリー・アロケーション・マザーファンド＞ 

主に世界の環境関連企業の株式に投資を行ってまいりました。 

 

◇国・地域別組入比率    

【期首】  【期末】  

国・地域名 組入比率 

 

国・地域名 組入比率 

米国 69.3％ 米国 61.2％ 

オランダ 6.5％ オランダ 9.9％ 

ドイツ 5.3％ ドイツ 6.9％ 

スペイン 4.4％ スペイン 4.5％ 

日本 3.8％ フランス 4.2％ 

フランス 3.4％ スウェーデン 3.1％ 

韓国 3.0％ 英国 3.0％ 

中国 2.0％ 日本 2.5％ 

スウェーデン 1.8％ 韓国 2.0％ 

ブラジル 0.5％ イタリア 0.9％ 

その他 0.0％ その他 0.5％ 

 

◇業種別組入比率    

【期首】  【期末】  
業種名 組入比率 

 

業種名 組入比率 

半導体・半導体製造装置 29.2％ 半導体・半導体製造装置 35.0％ 

公益事業 17.0％ 公益事業 16.5％ 

資本財 13.8％ ソフトウェア・サービス 14.6％ 

ソフトウェア・サービス 12.2％ 資本財 12.7％ 

テクノロジー・ハードウェア／機器 7.9％ 素材 7.6％ 

素材 5.6％ テクノロジー・ハードウェア／機器 6.2％ 

不動産 4.5％ 耐久消費財・アパレル 2.6％ 

耐久消費財・アパレル 4.4％ 自動車・自動車部品 1.9％ 

自動車・自動車部品 3.9％ 不動産 1.5％ 

小売 1.4％ 小売 0.2％  
（注） 組入比率は、マザーファンドの純資産総額に対する評価額の割合です。また、業種はGICS（世界産業分類基準）の産業グループに基づ

き表示しています。 

 

  

組入状況 
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◇組入上位10銘柄      

【期首】  【期末】    

銘柄名 国名 業種名 組入比率 

 

銘柄名 国名 業種名 組入比率 

オン・ 

セミコンダクター 
米国 

半導体・ 

半導体製造装置 
4.9％ 

オン・ 

セミコンダクター 
米国 

半導体・ 

半導体製造装置 
5.0％ 

ネクステラ・ 

エナジー 
米国 電力 4.6％ 

ネクステラ・ 

エナジー 
米国 電力 4.8％ 

トップビルド 米国 家庭用耐久財 4.4％ 
アプライド  

マテリアルズ 
米国 

半導体・ 

半導体製造装置 
4.1％ 

アルベマール 米国 化学 3.9％ RWE ドイツ 
独立系発電・ 

エネルギー販売 
4.1％ 

エクイニクス 米国 
エクイティ不動産 

投資信託（REIT） 
3.5％ 

アナログ・ 

デバイセズ 
米国 

半導体・ 

半導体製造装置 
4.0％ 

NXPセミコンダクターズ オランダ 
半導体・ 

半導体製造装置 
3.4％ アルベマール 米国 化学 3.9％ 

シノプシス 米国 ソフトウェア 3.1％ NXPセミコンダクターズ オランダ 
半導体・ 

半導体製造装置 
3.9％ 

アナログ・ 

デバイセズ 
米国 

半導体・ 

半導体製造装置 
3.1％ ASMLホールディング オランダ 

半導体・ 

半導体製造装置 
3.9％ 

マーベル・ 

テクノロジー 
米国 

半導体・ 

半導体製造装置 
3.1％ シノプシス 米国 ソフトウェア 3.8％ 

ジョンソン・コントロールズ・ 

インターナショナル 
米国 建設関連製品 3.0％ 

マーベル・ 

テクノロジー 
米国 

半導体・ 

半導体製造装置 
3.3％ 

 
（注） 組入比率は、マザーファンドの純資産総額に対する評価額の割合です。また、業種はGICS（世界産業分類基準）の産業に基づき表示し

ています。 

 

期末の組入上位銘柄は、 

- オン・ 

セミコンダクター 

： 自動車や通信、コンピューティングや医療など幅広い分野向けに半導体の開発、製

造、販売を行う半導体メーカー。 

- ネクステラ・ 

エナジー 

： 電力の公益持ち株会社。子会社を通じて、米国フロリダ州を拠点に米国内で天然ガ

ス・風力・原子力などのクリーン・エネルギーを中心とした発電、および送電、配

電を行う。 

- アプライド  

マテリアルズ 

： 半導体や太陽電池、フラットパネルに関連する製造装置の開発、製造やそれに伴う

サービスを提供。 

- RWE ： ドイツの主要総合公益企業。ドイツ、英国、中東欧を中心に発電、電力取引に従事。

再生可能エネルギーにも注力。世界各地とのエネルギー取引事業にも従事。 

- アナログ・ 

デバイセズ 

： 自動車や通信など様々な産業向けにアナログおよびデジタルの信号処理用集積回

路（IC）などを提供。 

などとなりました。 

 

  



品 名：90042_140075_006_04_iTrust エコイノベーション_941556.docx 

日 時：2023/1/11 14:34:00 

ページ：6 
 

－ 6 － 

 

当期の収益分配は、基準価額の水準および市況動向等を勘案し、見送りとさせていただきました。 

なお、収益分配にあてなかった留保益の運用については、特に制限を設けず、委託者の判断に基づき、元本

部分と同一の運用を行います。 

 

◇分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第６期 

2021年11月27日～ 
2022年11月28日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 7,568  
 
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 「当期の収益」および「当期の収益以外」は小数点以下を切捨てて表示しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。

 

○今後の運用方針 

（１）投資環境 

当ファンドの投資対象である環境関連株式は、中長期的には欧州や米国、日本、中国など多くの国・地域が

脱炭素社会を目指す目標を掲げるなど、今後も世界中で環境問題への積極的な取り組みが行われるとみられ

る中、引き続き魅力的な投資対象と考えます。ロシアのウクライナ侵攻を受けて、特に欧州でエネルギー安全

保障への関心が高まっており、今後のエネルギー転換を加速する要因になると考えます。分野別でみると自動

車の電化が急速に進む中でEV（電気自動車）関連が注目されます。またエコ・ロボティクス関連では、製造業

においてコスト削減と競争力維持のためエネルギー効率化を進める動きが需要拡大につながるとみられます。

再生可能エネルギー関連については、太陽光や風力などによる発電コストの急速な低減が進む中、各国の政策

が支援材料となると考えます。 

 

（２）投資方針 

ピクテ・エコディスカバリー・アロケーション・マザーファンド受益証券への投資を通じて、主として世界

の環境関連企業の株式に投資します。実質組入外貨建資産については、原則として為替ヘッジを行いません。 

 

＜マザーファンド＞ 

世界の環境関連企業の株式を主要投資対象とし、信託財産の成長を図ることを目的として積極的な運用を

行うことを基本とします。特定の銘柄、国や通貨に集中せず分散投資を基本としリスク分散を図ります。外貨

建資産については、原則として為替ヘッジを行いません。 

 
  

収益分配金 
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○１万口当たりの費用明細 (2021年11月27日～2022年11月28日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 242  1.471  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (118)  (0.719)  ・ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、各種情報提供等、 
 基準価額の算出等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (118)  (0.719)  ・購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンド 
 の管理および事務手続等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  5)  (0.033)  ・ファンドの財産の保管・管理、投信会社からの指図の実行等の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 5   0.033   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
・売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  5)  (0.032)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.001)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 3   0.016   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
・有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  3)  (0.016)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.000)   

（d） そ の 他 費 用 13   0.080   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  4)  (0.025)  ・保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および 
 資金の送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  4)  (0.021)  ・監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  6)  (0.034)  ・その他は、運用報告書等法定の開示書類の作成等に要する費用その他信託事務 
 の処理等に要する諸費用 

 合 計 263   1.600    

期中の平均基準価額は、16,483円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファン

ドに対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数

で除した総経費率（年率）は1.55％です。 
 

  
（注） 上記の費用は、「１万口当たりの費用明細」において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2021年11月27日～2022年11月28日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ピクテ・エコディスカバリー・アロケーション・マザーファンド 106,791 453,710 66,534 287,650 

 
（注） 単位未満は切り捨てています。 

 

○株式売買比率 (2021年11月27日～2022年11月28日) 

 

項 目 
当 期 

ピクテ・エコディスカバリー・アロケーション・マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 52,440,226千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 72,966,344千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.71   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均です。 

（注） 単位未満は切り捨てています。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年11月27日～2022年11月28日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2021年11月27日～2022年11月28日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○特定資産の価格等の調査 (2021年11月27日～2022年11月28日) 

 

 該当事項はございません。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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○組入資産の明細 (2022年11月28日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ピクテ・エコディスカバリー・アロケーション・マザーファンド 332,213 372,470 1,725,469 
 
（注） 単位未満は切り捨てています。 

 

○投資信託財産の構成 (2022年11月28日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ピクテ・エコディスカバリー・アロケーション・マザーファンド 1,725,469 98.4 

コール・ローン等、その他 28,455 1.6 

投資信託財産総額 1,753,924 100.0 
 
（注） 評価額の単位未満は切り捨てています。 

（注） ピクテ・エコディスカバリー・アロケーション・マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（67,629,906千円）の投資信

託財産総額（69,631,937千円）に対する比率は97.1％です。 

（注） ピクテ・エコディスカバリー・アロケーション・マザーファンドにおける外貨建資産は、当期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場

の仲値により邦貨換算したものです。なお、当期末における邦貨換算レートは、1米ドル=139.10円、1ブラジルレアル=25.7572円、1ユー

ロ=144.32円、1スウェーデンクローネ=13.30円、1香港ドル=17.80円、100韓国ウォン=10.43円です。 

 

 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年11月28日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 1,753,924,613   

 コール・ローン等 23,034,675   

 ピクテ・エコディスカバリー・アロケーション・マザーファンド(評価額) 1,725,469,938   

 未収入金 5,420,000   

(B) 負債 20,108,063   

 未払解約金 7,422,435   

 未払信託報酬 12,226,000   

 未払利息 63   

 その他未払費用 459,565   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,733,816,550   

 元本 986,860,938   

 次期繰越損益金 746,955,612   

(D) 受益権総口数 986,860,938口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 17,569円 
 
＜注記事項（当運用報告書作成時点では、監査未了です。）＞ 

（貸借対照表関係） 

（注） 期首元本額 867,759,733円

 期中追加設定元本額 493,996,414円

 期中一部解約元本額 374,895,209円

（注） １口当たり純資産額 1.7569円
 

○損益の状況 (2021年11月27日～2022年11月28日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △     10,822   

 支払利息 △     10,822   

(B) 有価証券売買損益 22,601,648   

 売買益 40,997,403   

 売買損 △ 18,395,755   

(C) 信託報酬等 △ 24,180,423   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △  1,589,597   

(E) 前期繰越損益金 177,951,322   

(F) 追加信託差損益金 570,593,887   

 (配当等相当額) (  380,482,166)  

 (売買損益相当額) (  190,111,721)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 746,955,612   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 746,955,612   

 追加信託差損益金 570,593,887   

 (配当等相当額) (  380,876,102)  

 (売買損益相当額) (  189,717,785)  

 分配準備積立金 177,951,322   

 繰越損益金 △  1,589,597   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（0円）、費用控除

後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定する収益調整金

（569,004,290円）および分配準備積立金（177,951,322円）より

分配対象収益は746,955,612円（10,000口当たり7,568円）です

が、当期に分配した金額はありません。 

（注） 主要投資対象であるマザーファンドにおいて、信託財産の運用

の指図に係る権限の全部又は一部を委託するために要する費用 

 当該マザーファンドに係る信託財産の純資産総額のうち、当

ファンドに対応する部分の年率0.80％以内の額 

 

○お知らせ 

 委託者の商号変更に伴い所要の約款変更を行いました。 
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